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南部箕蚊屋広域連合
平成31年度予算

　２月14日に開かれた南部箕蚊屋広
域連合議会２月定例会で平成 31年度
の一般会計、介護保険事業特別会計予
算が可決されました。
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総額　５億 2,100 万円（前年度対比　2,600 万円の増額）

総額29億 8,100万円（前年度対比 5,000 万円の増額）介護保険事業特別会計

一般会計

　主なものは、構成町村からの負担金です。特別会
計への繰出金の増加により、前年度に比べ 3.6% 増の
５億 68 万円を計上しています。
　また、低所得者の介護保険料を軽減するための公費
を国庫支出金、県支出金、構成町村負担金に計上して
います。

　歳入の主なものは、保険料、国庫支出金、支払基金
交付金、県支出金及び一般会計からの繰入金などです。
　保険料は、前年度に比べ 1.3％減の６億 2,514 万円
を見込みました。
　国庫支出金、支払基金交付金及び県支出金は、保険
給付費の増加等により前年度に比べ合計で 1.4％増の
19 億 3,758 万円となりました。

　主なものは、民生費です。民生費の主なものは、介
護保険事業特別会計繰出金４億 627 万円です。その
他に地域包括支援センター職員の人件費や、事業所が
行う低所得の利用者の利用料軽減についての補助金な
どを計上しています。

　保険給付費は、事業計画に基づき、前年度に比べ 1.7％
増の 28 億 7,835 万円を見込みました。保険給付費の
主なものは、要介護認定を受けた方が介護保険サービ
スを利用されたときの費用 26 億 4,762 万円です。
　また、地域支援事業費は、保険者機能強化推進交
付金を活用し、町村が実施する一般介護予防事業を充
実することから、前年度に比べ 5.2％増の 8,112 万円
を見込みました。
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介護予防・日常生活支援
総合事業について

　今後、ひとり暮らし高齢者世帯、高齢者夫婦のみの世帯、認知症高齢者が増加していくことが予

想されます。このような中、高齢者が住み慣れた地域で生活を続けられるよう、地域全体で高齢者

を支えるとともに、高齢者自身も自らの能力を最大限に生かして要介護状態となることを予防する

ことが大切です。そのための仕組みとして、介護保険制度において介護予防・日常生活支援総合事

業（総合事業）が創設されました。

　この総合事業は、介護予防・生活支援サービス事業と一般介護予防事業で構成され、高齢者の介

護予防と日常生活の自立を支援することを目的としています。

　南部箕蚊屋広域連合では、団塊の世代が後期高齢者となる平成 37（2025）年には高齢者人口は

8,973 人、高齢化率は 37.3％になることが見込まれています。また、地域によって高齢化の状況及

び介護需要も異なってくることが想定されるため、高齢者が住み慣れた地域で可能な限り自立した

生活ができるよう、住まい・医療・

介護・予防・生活支援を一体的に提

供する仕組みである「地域包括ケア

システム」を深化・推進していくこ

とが重要となります。

総合事業の内容

9,500 人

9,000 人

8,500 人

8,000 人

7,500 人

7.000 人

40.0%

38.0%

36.0%

34.0%

32.0%

30.0%

28.0%
平成29年度
（2017年度）
（実績値）

平成30年度
（2018年度）
（推計値）

平成31年度
（2019年度）
（推計値）

平成32年度
（2020年度）
（推計値）

平成37年度
（2025年度）
（推計値）

34.2％ 34.7％ 35.1％
35.6％

37.3％

8,809人 8,859人 8,909人 8,959人 8,973人

65才以上人口　　　　　高齢化率

介護予防・生活支援サービス事業 一般介護予防事業

〈対象〉

①要支援認定を受けた方

②基本チェックリストで該当者と判断された方

〈対象〉

65 歳以上のすべての方およびその支援のための活動

にかかわる方

◆訪問型サービス

ホームヘルパー等が訪問し、生活援助（買い物、

調理、掃除、洗濯等）、身体介護（食事や入浴の介

助）を利用者と一緒に行います。

◆通所型サービス

通所介護施設や集いの場において、生活機能向上

のための体操や筋力トレーニングを行います。

　事業参加者の介護予防、健康づくりのためのプロ

グラムを実施します。

　詳しい事業内容などは、お住まいの町村の地域包

括支援センターにお問い合わせください。
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介護保険サービスの利用や困りごとのご相談は、
地域包括支援センターにご相談ください！



6

シリーズ
地域包括支援センター

だより
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出典：『平成 28年国民生活基礎調査の概況』（厚生労働省）

男 性

女 性

※熊本県を除く
※複数回答
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上手に切り替えを
　趣味・外出・旅行
など、後ろめたさを
感 じ る こ と な く 思
いっきり楽しんでく
ださい。

デイサービスやショートステイ
（短期入所生活介護）を利用して、
休息をはかりましょう。

介護保険サービス 介護保険外サービス 行政サービス
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介護サービス利用のお悩みなどあれば、	

お気軽にご相談を。	

介護相談員は、南部箕蚊屋広域連合管内の介護サービス事業所を訪問し、
利用者や家族の疑問や相談に応じ、場合によっては事業所と利用者との橋
渡しもしています。
サービスを利用していて困った事や不安や疑問など、お気軽にご相談く

ださい。

南部箕蚊屋広域連合では、介護相談員として活動していただける方を募集します。
興味のある方は、下記の問い合わせ先までご連絡ください。

■業務内容
南部箕蚊屋広域連合管内の介護サービスを提供する事業所等を訪問して、サービスを利用され

ている方やその家族の疑問や不安などの相談に応じ、利用者の希望や疑問などを介護サービス提
供事業者や広域連合に伝えていただく業務です。
具体的な業務は、事業所訪問（月２回程度）、相談員連絡会（２ヶ月に１回）、研修会への参加
です。
■応募条件
１．南部町、伯耆町、日吉津村にお住まいの介護に関心のある方で、介護相談員の活動に３年程

度従事できる方
２．事業所等に自分で移動できる方
３．広域連合で定めた研修【開催地：大阪】（養成研修５日間、現任研修２日間）を受講できる方

※介護保険事業所に勤務している方は除きます。
■応募期間  平成３１年４月１日（月）から平成３１年４月２５日（木）まで
■応募方法  市販の履歴書に「介護相談員希望」と明記して、下記の問い合わせ先までご提出

ください。
■問合せ先  〒683-0351

西伯郡南部町法勝寺 377 番地 1 南部町役場法勝寺庁舎内
南部箕蚊屋広域連合 事務局
電話 0859-39-6222  FAX 0859-39-6223 
E-mail nan-mino@sanmedia.or.jp

★南部箕蚊屋広域連合議会議員が選出されました。

広域連合議会議員の辞職に伴い、伯耆町議会から新たに議員が選出されました。

幸本  元 議員

介護相談員を募集しています！ 

介護相談員にご相談ください！


